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1． は じ め に

　関西 国 際空港 で は ，1期 工 事着工 に 先立 っ 1977年 （昭

和52年）よ り，多数 の ボーリン グ 調 査 を 実施 し ， そ の

調査結果 を工 事 の 設計
・
施工 ・

空港島の 沈下予測等 に活

用 して き た 。 こ れらの 調査 ボー
リン グの 中で ，調査深度

が 約300〜400m に 及ぶ長尺ボ
ー

リン グが 6 本存在 し，

関西 国 際空港 の 海底地 盤の 深部の構造は こ れ らの 調査結

果 を 中 心 に推 定 され て い る （図
一 1参 照 ）。 長 尺 ボ ーリ

ン グ 調 査 で は ，港 研式 ワ イ ヤ
ー

ラ イソ 工 法
1）に よ り大 深

度か ら品質 の 良 い 試料 を採取して 各種土質試験を実施す

る とともに，微化石 ・ナ ン ノ化石の 分析，砂層の 堆積構

造 の 検討など地 質学的 な見地 も と り入 れた 総合的 な 調査

を 実施 して い る 2），3）
。 こ れ らの 長尺 ボー

リ ソ グ で は 基 盤

岩 を 確認 す る こ とが で きず，深度400m に 達 し て も粘土

と砂 が 互 層 を 成 して い る 状況で あ っ た。ロ 絵写真
一 8 に

過去 の 調査結果 か ら推定 した 関西 国 際空港 の 海底地 盤の

地 質構造断面 を 示 す 。

　基盤岩 は確認で きな か っ た もの の ， 大阪地区の 地盤沈

下 の 調査結果 に よれ ば，Ma3 層 （深度200〜300　m ）以

深 の 土 層 は実際上 は非 圧 縮 と考 え ら れ た こ と，空港島造

成 に よ る 載荷 重 は 450 〜550kN ／ln2 程 度 で あ り，Ma1
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図
一1　 関西 国 際空港 に お け る調査深 度300m 以 上 の ボ

ー

　　　 リン グ実施位置 お よび KIX18 −1 の実施 位置
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層 （深度250〜350m ）以深 で は 過圧密領域内 に お さ ま

る こ とな どか ら，調査深度 と して は十分 で あ る と考 え ら

れ て い た 。現 に 現 地 計測 の 結果 に よ る と，Ma1 以深 の

沈下 量 は 全体の 沈下 量 の 2％程 度 に 過 ぎな い
。 とは い え，

学術的 に は 未知 の 領域 で あ る Ma1 〜MaO 以 深 （深度

400m 以深） の調査 が 望 まれ る と こ ろで あ っ た 。

　
一

方，大阪湾周辺 の 沿岸域
・
陸域 に 目を 向け る と ， こ

れまで多数 の 地 盤調査 ・温泉開発が実施 され，基盤岩深

度 の 情 報 は 多少 は 存 在 す る。しか し多 くの ケ
ー

ス で コ ア

の 採取深度 が 限 ら れ て お り，地 表 か ら基盤 岩 ま で す べ て

の コ ア が採取され る オ
ー

ル コ ア の調査 は ご くま れ で あ る 。

大深度 で オ
ー

ル コ ア の 調査 と して は，神戸で 実施され た

GS −K14） （基盤岩深度 1　545．7　m ），大阪平野で は OD −15）

（着岩 せ ず）な ど 限 られ て お り，南部 あ るい は海上 で の

実績 は無 い。した が っ て ，空港島海底地 盤 の 基盤岩 ま で

の 地質構造解明は ，そ れ だ け で 学術的価値 の 高 い 成 果 と

な り得 る。

　関西 国際空港 に お い て は，以上 の よ うな 要請を考慮し

た上 ， 実務的 な 必要性 も検討 し ， 2期空港島に お い て着

岩を 目指 した 深層 ボー
リン グ 調査 を実施す る こ と と した。

2006年 （平 成 18年） 12月に 調査 に 着手 し，2007年 9 月

末 C．D ．L．− 1328 〜1329m 付近 で 領家 帯 の も の と 思 わ

れ る花崗閃緑岩 に着岩 した と こ ろで あ る 。 本稿で は，本

調査 の仕様ならび に 実際 の 掘削状況 に つ い て速報的 に紹

介する。

2． 深層土質調査の 概要

　 2．1 調査 目的

　本調査 の 第 1 の 目 的 は ，1999年 の 2 期空 港 島 の 工 事

開始 か ら 7 年が経過 し用地造成がおおむね完了 した 現

時点に お い て，海底 地 盤 の圧密状況 が，別途実施 して い

る現 地 計 測 （層別沈下 計 測 ）の 結果や 沈下 予 測で 想定 さ

れ て い る 圧密挙動 と整合 して い る か どうか，乱 れ の 少 な

い 試料 の 土 質試験 を 実施 し て 確認する こ とで あ る 。
い わ

ば，洪積粘土 層 の圧密 の チ ェ ッ ク ボーリン グ で あ る。第

2 の 目的 は，こ れ ま で 調 査対象 と され て い な か っ た 深度

400m 以上 の 大 深部 に つ い て，地 層
・地質構造 を基盤岩

土 と基礎，56− 1 （600）
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深度まで解明す る と同時 に ，その 成果 を設計地震動の 検

討 な ど の基礎資料 に資す る こ とで ある。

　2．2 調査仕様 の 決定手続

　調査 計 画 の 策定 に あ た っ て は ，実務 ・学術の 両 面 お よ

び 土 質
・地 質の 両面 の 見地 を 広 く採 り入 れ る観 点 か ら，

学識者 に よる 委員会 を開催 して 詳細仕様 を 決定す る こ と

と した。委員会の メソ バ ー
は表

一 1 に示すとお りで ある。

な お，委員の 方 々 に は ，調査実施段階 に お い て も随時助

言 を 受け，調査 に反 映 し て い る と こ ろ で あ る 。

　2．3　調査仕様 の 概略

　（1） 調 査実施 位置

　調 査 実 施 地 点 は ，2007年 8 月 の第 2 滑走路 の 供 用 開

始 を 見越 し ， 制限表面 な どの 諸条件 な らび に用地 造成 事

業 の 施工 展開を勘案 し た結果 ， 図
一 1に示 す 地 点が 選定

された。こ の 付近 に は過去 に 長尺 ボー
リン グ を実施した

実績がな く，新 た な地盤情報 の取得 とい う観点からも有

利 な地 点 で あ る と考 え られ る。

　  　調 査 深度 お よび 掘 削方 法

　調査 目的で 述 べ た とお り，本調査 で は 基盤岩 に 着岩す

る こ とを 目標 と した、既存 の 各種資料
5）や別途実施され

た 重力探査6），常時微動計測 な ど様 々 な調査結果を総合

し，調 査 地 点 に お け る 基 盤 岩 深 度 は C．D ．L − 1200 ±

200m 程度 と推定 さ れ た 。 そ こ で ，一
応 の 調 査深 度 を

C ．D ．L ．− 1200 　m と し，さ ら に 200　m 程度 は掘削を 続 け

られ る よ う多少 の 余裕 を設 け る こ とを 基本方針 とし た 。

す で に述 べ た と お り，実際 の 基盤岩深度 は C ．D ．L．−

1328〜1329m で あ り，予想 の範囲 内で あ っ た 。

　ま た，調査 目的 で述 べ た と お り，本 調査は 洪積層の 圧

密の チ ェ ッ ク ボ ー
リソ グ で あ る との 位置付け か ら，こ れ

ま で 関西 空港で の 調査実績が あ る 土層 に つ い て は ，過去

の 調査 と同等な方 法 で乱 れ の少な い 試料採取 を行う こ と

が 必要で あ る 。 そ こ で ， 深度400m 程 度 ま で は港研式 ワ

イヤ
ー

ラ イン 工 法 に よ る オー
ル コ ア サ ン プ リン グ を実施

し （実調査 で は C．D ．L．− 407．65m まで 実施），それ以

深 に つ い て は，汎 用 の 深層岩盤用 コ ア バ レ ル を用 い て

オー
ル コ ア で は あ る が乱 れ の 多 い 試 料 の 採 取 を実 施 す る

こ と と した 。 な お ，埋 立 土 層 お よび地 盤 改 良 され た 沖積

粘土層 に つ い て は，今回 の 調査 目的上 試料採取 が不要 と

考え られ たため，サ ン プ リン グは実施しなかっ た。ケ
ー

シ ン グプロ グ ラ ム （実績） を図
一 2 に示 す。

　  　原位置試験 の 仕様

　原位置調査 は，実調査 の 際 に コ ア が 脱 落 した 深度 に お

い て も何 らか の形 で 連続 デー
タ を取得 す る こ と，近隣地

域 にお け る ボ ーリン グ調査結果 と の 比較 を 容易 に す る こ

とな どを 目的 と し て 実施 し た。実施項 目 は，電気検層

（ノ ル マ ル 比 抵抗
・イン ダク シ ョ ン 電導度），密度検層，

自然ガ ン マ 線検層 ，温度検層 で あ る 。

　   　土 質試験 の 仕様

　 土 質試験 は，主 と して 過去 の デー
タ との 比較 が重要 で

あ る こ とか ら，段 階載荷圧密試験 を 中心 に実施 し た。そ

の 他 に，定 ひ ず み 速度圧 密試 験 や長期 圧密試験 もあ わ せ

て 実施 して い る 。 実 施 項 目 を表一 2 に示 す 。 力 学 試験 は

January，2008

表
一l　 KIX18 −1の 仕様検討委 員会 メ ソ バ ー
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増田 富 士 雄　　　同志 社大 学教授
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図
一2　 ケ

ー
シ ン グ プ ロ グ ラ ム （実績 ）

C．D ．L．− 407．65m 以 浅 の 港研式 ワ イ ヤー
ラ イ ン に よ る

採 取試料 を対象 と した が ，物理 試験 お よび 動的変形特性

試験 に つ い て は，C．D ．L ．− 407 ．65　m 以深 に つ い て も実

施 した 。

　  　地 質調査 の仕様

　本調 査 で は，地質調 査 に つ い て 過去 の調 査 よ り も詳細

な 観察を 実施 す る こ と とし た 。 火山 灰等 の 地 質年代 を特

37
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定 す る鍵 層 は も らさ ず 確 認 し，全 コ ア に つ い て地 質 の 専

門 家 に よ る観 察 を 実 施 し て堆 積 環 境 の 解 明 を進 め る こ と

と した 。 主 な実施項 目は 表
一 3に 示 す とお りで ある 。

　 こ こ で 問題 とな っ た の は ， C。D．L．− 407．65m 以浅 に

おけ る 土 質試験 と地質調査 の試料 の 取 り合 い で ある。火

山 灰層等をもらさず確認す る に は，土質試験前 に地質観

察を行い ，要求があっ た 場合 は土質試験用 試料 を地 質調

査 用 試 料 に振 り換 え るな ど柔軟 な 対 応 が必 要 で あ る。そ

こ で ，あ らか じめ 図
一 3 に 示 す よ うな フ ロ ーを作成 し，

土質
・
地質 の調査担当者 が緊密 に 連携して 調査を進め る

よ う工 夫 し た。

　 さ ら に，コ ア の連続データ を取得す る とい う観 点 か ら，

す べ て の コ ア の 写真を 同
一

規格 の も とで 撮影 す る こ と と

した。特 に ，土 質試験 に 供 さ な い 試料 に つ い て は，コ ア

の 半割作業 を行 っ た 上 で 精細 な写真を 撮影 し た。撮影 し

た 写真の 例 を ロ 絵写真
一 9 に示 す。ま た ，写真撮影 と合

わ せ て 土 色計 を用 い た 色計測 を 実施 し，コ ア の変色前の

色 調 を数値データ と して 取得 した 。

3．　 実調査におけ る掘削状況

　 3．1 使 用 機材

　基盤岩深度 が C．D ．L ，− 1200 ± 200 　m と予想 され た こ

とか ら，試錐に用 い る 機材 として は 1500m 級 の 掘削が

可能な もの が必要 とな っ た 。 使用 した ボー
リン グ マ シ ン ，

ポ ン プの 仕様 を表
一4 ，5 に示す。試錐櫓 は，ボー

リン

グ作業足場まで の 高さが2．2m ，櫓 自体の 高 さが33　m で

計 35．2m の 高 さ とな っ た。現 場 の 様 子 を ロ 絵 写 真
一to

に 示 す。

　 3．2　埋立 土の 掘削

　埋 立 土 層 に つ い て は，使用 して い る 材料が最大粒径

300mm の 岩砕材料 で あ り，ボ
ー

リン グマ シン に よ る掘

削で は 時間がか か る と推定 さ れ た。そ こ で，全 周 回 転式

掘削機に よ るオ ー
ル ケー

シ ソ グ工 法 を採用 し，ハ ン マ ー

グ ラ ブ で ケ
ー

シ ン グ の 中掘 りを 行 い な が らφ1　OOO　mm

の ケ
ー

シ ン グ を 旧 海底 面 ま で 建 て 込 ん だ 。そ の 後，

φ406．4mm の ケーシ ン グ を 設置 し，外周 部 を 埋 め戻す

こ と で ，埋 立 地 盤 天端 か ら 旧 海 底面 ま で 到 達 す る

φ406．4mm の 調査孔 を 確保 し，試錐櫓等 の 設置作業 に

移行 し た 。

　 3．3 港 研 式 ワ イ ヤーラ イ ン に よ る サ ン プ リ ン グ

　港研式ワ イヤ ー
ラ イ ソ の 詳細 な 仕様 に つ い て は ， 既発

表 の 論文 を 参照 さ れ た い 1）
。 本調査 で は 水圧式 の 固定 ビ

ス 1・ン 式サ ン プラ
ー

（q。く 0．2kPa 程度 の 軟粘土層用），

デニ ソ ソ サン プラ
ー

（硬粘土層用），リジ ッ ドサ ン プラ
ー

（砂層用） の 3 種 を 用 い ，土 質に 合 わ せ て使 い 分 け た。

実際 の 土 層 は砂 ，粘 土 の 互 層 で あ るた め，サ ン プ ラ
ー

の

選択 は ボー
リソ グ オ ペ レ

ー
タ の 感覚 に 頼 る 面 が 多 く，サ

ン プ リソ グ実施中の状況次第 で 急き ょ サ ン プラ
ー

を変更

す る場面も多 々 あっ た。

　ま た，空港島造成 の 荷重増に よ り，洪積層 中 には 大 き

な過剰 間 隙水 圧 （現 地 計 測 に よ る と最大 約500kPa ）が

発生 して お り，こ れ へ の 対応 も課題 とな っ た。こ の よ う
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表
一2 　土 質試験 実施項 目

項 　 目 実 施 頻 度 数量

物理 試験　 　 　　 　 2〜3rn 毎及び力学試験 実施深度

段階載荷圧密試験 　 粘 土層 毎に層厚 に 応 じて 2〜7 深度

CRS 圧密試験 　　　　各粘 土層 に 2 深度程 度

長期圧 密試験　 　　　同上

分割 圧密試験　 　　　Ma9 ，10 層 で各 1 深度

CU 試 験　　 　　 　 Ma7 以浅の 各粘 土層 に 1 深度

　 　 　 　 　 　 　 各粘土 層 に 1 深度，C、D ．L．−407．65 皿

動的変形試験
　 　 　 　 　 　 　 以深 は概 ね 100 皿 毎

743221127　
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表
一3　 地 質 調 査 実 施 項 目

項　 目 実 施 頻 度

堆積 物 総合 調査 （観 察 〉

微化石 総合 調査

ナ ン ノ 化石 概要調 査

火 山灰 ・火 山ガ ラ ス 調査

古地磁 気調 査

全 コ ア に っ い て 実 施

乱れの 少な い試 料採取の 際の 先端シ ュー

内の 試料全数

同 上

コ ア 観察 や 先 端 シ ュ
ーの 分 析に よ り発見

した す べ て の火 山灰 凝 集層 に つ い て 実施

古地 磁気イ ベ ン トの 想定される 層で 実施

表一4　 ポー
リソ グ マ シ ン の仕様

ホイ ス ト ス ピ ン ドル

メ
ー

カ
ー 型　式

　 最大

巻 上げ能 力

　 最大

ス ラス トカ

　 最大
バ ラ ン スカ

ス ト ロ
ー

ク

重　 量

（除原動機｝

ω （ゆ ω 価 m ＞ （k9

東亜 利根 TSL ・150 ユ6．83 呂．o7501LOOO

表
一5　 ポ ソ プの 仕様

メ
ー

カ
ー 型 式

最大

吐出量

　最大

吐山圧力

　重量

除原動機 用　途

（匠m   ） （MPa ） 依創cm2 ） （kg）

ガードナ
ー
デ ン バ ーFD．FXD34410 、34105 ．472 ，751 港研式 WL

鉱研工 業 MG ．402205 ．88601 卩410 港研式 WL

鉱研 工 業 PG・6  V10519 ．612DO3 ，IDD コ ア リン グ

港研式 ワ イヤ
ー

ラ イ ン に よる試 料採 取

土 質試駿室 へ試料輪送 先端シュー部袋諮
　 地質 分析へ

リクエ ス トされ
た試 料は地 質

試料 とする

試料分類 鯊靉 欝i讖購講
予備試料　 　　 　　 　土質試料 地 質試料

試料 押抜 き・観察 ・土色 計測 （ L
鳶
♂ b
触
表色 系〕

・
写 真撮影

’1

火山 灰 を発 見した場合はその 部 分 を輪 切 りに

切断 し地 質供試 体扱 いとする

15cm 程度 の サイズ に

　 　 試 料切断

試験計画に合 わせ て

　 　 試料 切断

予備供試体 地 質供試 体

土質試 験

地質担当者が

土質試験室 へ
　　出張

弭 碇ず縛 疑照 ザ

鋤 ．殲
滾暫定的 に

試験 室保管
半割 ・観察・写 真樶影

？

コ ア 箱に 収紬
保管 庫 へ

∈亜〕1覊 1国
図
一3　 採取試 料の 取 り扱 い フ ロ

ー

　　　 （
＊1 と

＊2 では写真 の撮 影 ス ペ
ッ クが 異 な る）

土 と基礎，56− 1 （600）
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な 状況 下 に お け る試錐は 過去 にあま り例がなく （関空 に

お け る過去 の 調 査 は 用 地 造成 前 の 実績 で あ る），新 た な

挑戦 とな っ た。こ の 問題 に対 して は，基本的 に 泥 水 比 重

を 増 す （最大比重1．48）以 外の 方法 が な く，各種 機器 類

へ の 大 きな 負担増 と な っ た。特 に ，C．D ．L．− 80　m （Ds3

層と考 え られ る）付近で は ，毎分最大 0．13　 m3 の 湧水 に

遭遇 す る な ど ， 試錐は 困難 を極 め た。この湧水 区 間に つ

い て は ， 掘 削後 の φ267．4mm ケ ーシ ン グ 建込 時 に

φ406．9mm ケー
シ ン グ との 間 に モ ル タ ル を 注 入 す る な

ど，止 水 に 万 全 を 期 した 上 ，掘進 を 進 め た 。

　 以 上 の よ う に困 難 な サ ン プ リソ グ 作 業 とな っ た が，最

終的 に C．D ．L．− 407．65　m ま で サン プ リン グ を 実施 し ，

採取率は88％ と良好な成績 をおさめ る こ とが で きた 。

　3．4 汎 用 コ ア バ レル に よ る試料採取 （コ ア リン グ）

　 C．D ．L ．− 407 ．65m 以深 の コ ア リ ン グに は ，深層岩盤

用 の 汎 用 品で あ る HQ −WL を 用 い た。且 Q −WL の 孔 径

は φ98，4mm ，採取 コ ア径 は φ63．5mm で あ る 。

　 コ ア リソ グ 時 に おけ る 問題 の
一

つ は，土 層 の 固結度が

想定 よ り も低か っ た こ とで あ る。当初，C ．D ↓ ．− 1000

m 程 度で 6段 目の ケーシ ン グ パ イ プ を 設置 して コ ア リ

ン グ 径を 落 と し，着岩 まで 試錐 を進 め る こ と と して い た 。

計画時点で は，深度の 増加 と と もに ，土 層 の 固結度が 上

が っ て い く もの と考 え て い た が ，実際 に 掘削を 進め て み

る と，C ，D ．L．− 1000m 付近 に達 して もな お 固 結度 の 低

い 砂層が 確認 され た 。 そ の た め ，試料採取 に少しで も有

利 とな る よう，
コ ア リン グ 径 を 維持 し HQ −WL の ま ま

掘 り進め る こ と とした 。 その た め ， 6段 目の ケー
シ ン グ

パ イプの 設置が不 可 能 と な っ た。し か しな が ら，HQ −

WL に よ っ て も砂 層の コ ア 採取 は 困難 で あ り，コ ア リフ

ター部 分 に様 々 な タ イ ブの もの を用 い て 工 夫 した もの の ，

相対的 に砂層の コ ア採取率 は 低 くな っ た 。

　
一

方，基盤岩は CD ．L．− 1200　m を 越 え て も現れ ず，

C ．D ．L ．− 1300　m 以深 で はボ
ー

リン グマ シ ソ の 能力限界

を常に意識 しな が らの 試錐作業 とな っ た。幸 い ，前述の

とお り C．D ↓，− 1328〜1329m で 着岩を確認 し，さ ら

に 20m 程 度試錐 を進 め，風化岩 を抜 け て 比 較的新鮮 な

花崗閃緑岩 を確認す る ま で コ ア リ ン グ を行 うこ とが で き

た。最終的 に ボ
ー

リン グ孔 は ，C ．D ．L ．− 1　346．75　m に

到 達 し，コ ア リン グに お け る平 均的 な 採取率 は88％ と

港研式 ワ イヤー
ラ イン に よ るサ ン プ リン グ と同 等な 結果

で あ っ た。

　 3．5　調査結果の 概要 （速報）

　着岩時点 に お け る 暫定柱状 図 を 口 絵写真
一tlに ，採取

さ れ た 花 崗閃緑岩 を ロ 絵写 真
一12に 示 す。柱状図 か ら も

分 か る と お り ， CD ．L − 1200 　m ま で 砂 と粘土 ・シ ル ト

（深部 で は 固 結状態）の 互 層 が 続 く とい う結果 で あ っ た 。

大阪層群 の下部層 と最下部層 の 境界付近 と考 え られ る福

田 火 山 灰 が C．D ，L，− 580m 付近 で 確認 さ れ て い る 。

C ．D ．L ．− 1268m か らの レ キ 岩 に つ い て は，一
部 を の ぞ

い て レ キ の み採取 され て お り，マ ト リ ッ ク ス の 砂〜レ キ

January，2008

速　 　報

は掘進中に流失 した と考 え られ る。した が っ て，固結度

があ ま り高 くな い もの で あ っ た 可 能性 もあ る 。

　港研式 ワ イ ヤ
ー

ラ イン で 採取 した 乱 れ の 少 な い 試料 に

つ い て は，計 画 どお り各種土 質試験 を 実施 し て ，過去の

調査結果 との 比較 を 進め て い る と こ ろ で あ る。

　
一

方，地 質調査の 成果 と して相当数 の 火 山灰 を確認 し，

同 定 を 行 っ た。ま た，Ma1 層以 深 で は海成 を示 す粘土

層は 観察 さ れ て お らず，湖成 堆積物 の 泥 と砂 の 互 層 か ら

な る こ とが わ か っ た。C．D．L．− 1268m の レ キ岩以深 は

河床堆積物 で あ る と考 え られ て お り，そ の 下 位 は泥質の

堆 積 物が 基 盤 岩 ま で の 間 に存在 して い る。し た が っ て，

過去の 文献 や 周辺地域の 地 質 か ら想像 さ れ て い た新第三

紀中新統 に 相当す る土層 （ロ絵写真
一11参照）は存在 し

て い な い か，存在 して い て もご く薄 い 可 能性が強 い と判

断さ れ る。

　な お ，以上 の 結果 は い ずれ も速報 で あ り，今後詳細検

討 が 進 む に 従 っ て 結果の 解釈 が変更 さ れ る可 能性 が あ る

こ とを 付記 して お く。

4．　 お わ り に

　本調 査 の試錐作業は終了 した が，土 質試験や 地 質調査

の 結果 に 基 づ く各種検討 は開始 した ば か りで ある。今後

の 解析 に よ り，圧密進行中の 洪積粘土 の 挙動や ，大深部

の 地 盤の 力学挙動 に関 して 貴重 な 情報 を 得 ら れ る と考 え

て い る 。 ま た，こ れ まで 情報 が無 か っ た 大阪湾南部 の 地

下 地 質 に多 くの 新 しい 知見 を加 え た とい う意味 で地 質学

的に も大変重要で あ り， 今後 の検討結果次第 で は ， 近畿

地方あ る い は 西南 日本の 構造発達史や環境変遷史 に 影響

を 与 え，あ るい は 基盤 物性 の 深 度 方 向変化 や 深 層基盤 に

つ い て 重 要 な情 報 を 提 供 す る こ とが で き る と考 え て い る。

読者の 皆様 か ら も， 今後検討す べ き課題等 に つ い て ご 意

見
・ご 助言等 お 寄せ い た だけ れ ば幸 い で ある。
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